
背景

法律案の概要

※施行期日：６ヶ月を超えない範囲で政令で定める日。ただし、施行前に気候変動適応計画を策定することができる。

 国、地方公共団体、事業者、国民が気候変動適応の推進のため担うべき役割を明確化。
 国は、農業や防災等の各分野の適応を推進する気候変動適応計画を策定。その進展状況につい
て、把握・評価手法を開発。（閣議決定の計画を法定計画に格上げ。更なる充実・強化を図る。） 気候変動影響評価をおおむね５年ごとに行い、その結果等を勘案して計画を改定。

１．適応の総合的推進

２．情報基盤の整備 ３．地域での適応の強化

我が国において、気候変動の影響がすでに顕在化し、今後更に深刻化するおそれ。適応策が重要。

日本の年平均気温は、100年

あたり 1.19℃の割合で上昇

している。今後さらなる上昇

が見込まれる。

適応の情報基盤の中核として国立環境
研究所を位置付け。

水稲の白未熟粒(右）

サンゴの白化

ヒトスジシマカの分布北上(デング熱の媒介生物)

生態系

米・果樹

みかんの浮皮症（右）

（写真提供：農林水産省）

（写真提供：環境省）

（写真提供：農林水産省）

強い台風の発生数等の増加（将来予測）

（画像提供：気象庁）

各分野において、信頼できるきめ細かな情報に基づく効果的な適応策の推進
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（出典：気候変動監視レポート2016(気象庁)）

豪雨の増加

○温室効果ガスの排出削減対策（緩和策）と、気候変動の影響による被害の回避・軽減

対策（適応策）は車の両輪。

○本法案により適応策を法的に位置付け、関係者が一丸となって適応策を強力に推進。

４．適応の国際展開等

 事業者等の取組・適応ビジネスの促進。 国際協力の推進。
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7～9月の全国熱中症搬送者数
熱中症患者の増加

熱中症・

感染症

（写真提供：国立感染症研

究所昆虫医科学部）（出典：総務省消防庁 熱中症情報 救急搬送状況より環境省作成）

 都道府県及び市町村（東京23区を含
む。）に、地域気候変動適応計画策定

の努力義務。

 地域において、適応の情報収集・提供
等を行う拠点（地域気候変動適応セン

ター）機能を担う体制を確保。

 広域協議会を組織し、国と地方公共団
体等が連携して地域における適応策

を推進。

「気候変動適応情報プラットフォーム」（国立環境研究所サイト）の主なコンテンツ

http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/index.html

コメの収量

の将来予測

砂浜消失率

の将来予測

＜対象期間＞

21世紀末（2081

年～2100年）

＜シナリオ＞

厳しい温暖化対

策をとった場合

(RCP2.6)

＜対象期間＞

21世紀末（2081

年～2100年）

＜シナリオ＞

厳しい温暖化対

策をとった場合

(RCP2.6)

※品質の良いコメの収量※品質の良いコメの収量

将来影響の科学的知見に基づき、

・高温耐性の農作物品種の開発・普及

・魚類の分布域の変化に対応した漁場の整備

・堤防・洪水調整施設等の着実なハード整備

・ハザードマップ作成の促進

・熱中症予防対策の推進 等

気候変動適応法案の概要

災害・

異常気象

資料１
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気
候
変
動
適
応
法
案
提
案
理
由
説
明

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
気
候
変
動
適
応
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

近
年
、
高
温
に
よ
る
米
や
果
実
の
品
質
低
下
、
魚
種
の
変
化
、
大
雨
の
頻
発
化
に
伴
う
水
害
・
土
砂
災
害
・
山
地
災
害
の
増

加
、
熱
中
症
搬
送
者
数
の
増
加
や
感
染
症
拡
大
へ
の
懸
念
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響
が
全
国
各
地
で
起
き
て
お
り
、
さ
ら
に
今

後
、
長
期
に
わ
た
り
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
気
候
変
動
に
対
処
し
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
、
経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
を
図

る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
長
期
大
幅
削
減
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
生
じ
て
お
り
、
ま
た
将
来
予

測
さ
れ
る
被
害
の
防
止
・
軽
減
等
を
図
る
気
候
変
動
適
応
に
、
多
様
な
関
係
者
の
連
携
・
協
働
の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
気
候
変
動
適
応
を
推
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
が
気
候
変
動
適
応
の
推
進
の
た
め
に
担
う
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
ま
す
。
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第
二
に
、
政
府
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す

る
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

第
三
に
、
環
境
大
臣
は
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
、
中
央
環
境
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
行
政
機
関
と
協

議
し
、
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

第
四
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
は
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提

供
や
、
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
技
術
的
助
言
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

第
五
に
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
地
域
に
お
け
る
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
気
候

変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
等
を
行
う
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
体
制
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

第
六
に
、
地
方
環
境
事
務
所
そ
の
他
国
の
地
方
行
政
機
関
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
は
、
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
気
候
変
動

適
応
の
推
進
の
た
め
、
気
候
変
動
適
応
広
域
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

第
七
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
防
災
や
農
業
等
の
関
連
施

策
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。
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こ
の
ほ
か
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
国
際
協
力
の
推
進
、
事
業
者
に
よ
る
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
、

事
業
者
及
び
国
民
の
関
心
と
理
解
の
増
進
等
に
係
る
規
定
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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気
候
変
動
適
応
法
案
要
綱

第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
地
球
温
暖
化
（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
地
球
温
暖
化
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
気
候
の
変
動
（
以
下
「
気
候
変
動
」
と
い
う
。
）
に
起
因
し
て
、

生
活
、
社
会
、
経
済
及
び
自
然
環
境
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
が
長
期
に
わ
た
り
拡
大

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
計
画
の
策
定
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関

す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
気
候
変
動
適
応
を
推
進
し
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来
の

国
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

定
義

１

「
気
候
変
動
影
響
」
と
は
、
気
候
変
動
に
起
因
し
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
の
悪
化
、
生
物
の
多
様
性
の
低
下

そ
の
他
の
生
活
、
社
会
、
経
済
又
は
自
然
環
境
に
お
い
て
生
ず
る
影
響
と
す
る
こ
と
。

２

「
気
候
変
動
適
応
」
と
は
、
気
候
変
動
影
響
に
対
応
し
て
、
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
そ
の
他
生
活
の
安
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定
、
社
会
若
し
く
は
経
済
の
健
全
な
発
展
又
は
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
関
係
）

三

国
の
責
務

１

国
は
、
気
候
変
動
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
（
以
下
「
気
候
変
動
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
科
学
的

知
見
の
充
実
及
び
そ
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

策
定
し
、
及
び
推
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

国
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る

施
策
の
促
進
並
び
に
事
業
者
、
国
民
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
組
織
す
る
民
間
の
団
体
（
以
下
「
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）

の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
気
候
変
動
等
に
関
す
る
情
報
の
収

集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
を
行
う
体
制
の
確
保
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

四

地
方
公
共
団
体
の
責
務

１

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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２

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の

促
進
を
図
る
た
め
、
１
の
施
策
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
関
係
）

五

事
業
者
の
努
力

事
業
者
は
、
自
ら
の
事
業
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
事
業
活
動
の
内
容
に
即
し
た
気
候
変
動
適
応
に
努
め

る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
関
係
）

六

国
民
の
努
力

国
民
は
、
気
候
変
動
適
応
の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変

動
適
応
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
条
関
係
）

第
二

気
候
変
動
適
応
計
画

一

気
候
変
動
適
応
計
画
の
策
定

１

政
府
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
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計
画
（
以
下
「
気
候
変
動
適
応
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

１
の
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

計
画
期
間

ロ

気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
方
向

ハ

気
候
変
動
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
充
実
及
び
そ
の
活
用
に
関
す
る
事
項

ニ

気
候
変
動
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
を
行
う
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項

ホ

気
候
変
動
適
応
の
推
進
に
関
し
て
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。
）
が
果

た
す
べ
き
役
割
に
関
す
る
事
項

へ

地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
促
進
に
関
す
る
事
項

ト

事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
事
項

チ

気
候
変
動
等
に
関
す
る
国
際
連
携
の
確
保
及
び
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す
る
事
項

リ

気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
関
係
行
政
機
関
相
互
の
連
携
協
力
の
確
保
に
関
す
る
事
項

ヌ

イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
重
要
事
項

（
第
七
条
関
係
）
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二

気
候
変
動
適
応
計
画
の
変
更

政
府
は
、
最
新
の
四
の
気
候
変
動
影
響
の
総
合
的
な
評
価
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
気
候
変
動
適
応
計
画
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
条
関
係
）

三

評
価
手
法
等
の
開
発

政
府
は
、
気
候
変
動
適
応
計
画
の
変
更
に
関
す
る
検
討
に
資
す
る
た
め
、
気
候
変
動
適
応
計
画
の
実
施
に
よ
る
気
候
変

動
適
応
の
進
展
の
状
況
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
、
及
び
評
価
す
る
手
法
を
開
発
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
条
関
係
）

四

気
候
変
動
影
響
の
評
価

１

環
境
大
臣
は
、
気
候
変
動
及
び
多
様
な
分
野
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
の
観
測
、
監
視
、
予
測
及
び
評
価
に
関
す
る

最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
中
央
環
境
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
気
候
変
動
影
響
の

総
合
的
な
評
価
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

１
の
報
告
書
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
案
を
作
成
し
、
関
係
行
政
機
関
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の
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
関
係
）

第
三

気
候
変
動
適
応
の
推
進

一

研
究
所
に
よ
る
気
候
変
動
適
応
の
推
進
に
関
す
る
業
務

１

研
究
所
は
、
気
候
変
動
適
応
計
画
に
従
っ
て
、
次
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供

ロ

都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
す
る
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
の
策
定
又
は
推
進
に
係
る
技
術
的
助
言
そ
の
他
の
技

術
的
援
助

ハ

三
に
あ
る
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
技
術
的
助
言
そ
の
他
の
技
術
的
援
助

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

２

研
究
所
は
、
国
民
一
人
一
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
得
る
気
候
変
動
影
響
に
関
す
る
情
報
の
有
用
性
に
留
意
す
る
と

と
も
に
、
気
候
変
動
等
に
関
す
る
調
査
研
究
又
は
技
術
開
発
を
行
う
国
の
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
調
査
研

究
等
機
関
」
と
い
う
。
）
と
連
携
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

環
境
大
臣
は
、
研
究
所
に
対
し
、
１
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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（
第
十
一
条
関
係
）

二

地
域
気
候
変
動
適
応
計
画

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施

策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
気
候
変
動
適
応
計
画
を
勘
案
し
、
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
（
そ
の

区
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
計
画
を
い
う
。
）
を
策
定
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
関
係
）

三

地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー

１

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
気
候
変
動
適
応
を
推
進
す
る
た
め
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変

動
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
並
び
に
技
術
的
助
言
を
行
う
拠
点
（
以
下
「
地
域
気
候
変
動

適
応
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
と
し
て
の
機
能
を
担
う
体
制
を
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

２

地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
所
と
の
間
で
、
収
集
し
た
情
報
並
び
に
こ
れ
を
整
理
及
び
分
析
し
た
結
果

の
共
有
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
三
条
関
係
）
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四

気
候
変
動
適
応
広
域
協
議
会

１

地
方
環
境
事
務
所
そ
の
他
国
の
地
方
行
政
機
関
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
、
事
業
者

等
そ
の
他
の
気
候
変
動
適
応
に
関
係
を
有
す
る
者
は
、
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
気
候
変
動
適
応
に
関
し
必
要
な
協
議
を

行
う
た
め
、
気
候
変
動
適
応
広
域
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

２

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
研
究
所
又
は
調
査
研
究
等
機
関
に
対
し
て
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の

開
陳
、
こ
れ
ら
の
説
明
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

協
議
会
の
庶
務
は
、
地
方
環
境
事
務
所
に
お
い
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
四
条
関
係
）

五

関
連
す
る
施
策
と
の
連
携

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
防
災
に
関
す
る
施
策
、
農
林
水

産
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
五
条
関
係
）

第
四

補
則
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一

観
測
等
の
推
進

国
は
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
気
候
変
動
適
応
を
推
進
す
る
た
め
、
気
候
変
動
及
び
多
様
な
分
野
に
お
け
る
気
候
変
動

影
響
の
観
測
、
監
視
、
予
測
及
び
評
価
並
び
に
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
並
び
に
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
技
術
開
発
を
推
進

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
六
条
関
係
）

二

事
業
者
及
び
国
民
の
理
解
の
増
進

国
は
、
広
報
活
動
、
啓
発
活
動
そ
の
他
の
気
候
変
動
適
応
の
重
要
性
に
対
す
る
事
業
者
及
び
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
七
条
関
係
）

三

国
際
協
力
の
推
進

国
は
、
気
候
変
動
等
に
関
す
る
情
報
の
国
際
間
に
お
け
る
共
有
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
開
発
途
上
地
域
に
対
す

る
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
技
術
協
力
そ
の
他
の
国
際
協
力
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
八
条
関
係
）

四

国
の
援
助

国
は
、
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
並
び
に
事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
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資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
九
条
関
係
）

五

関
係
行
政
機
関
等
の
協
力

環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
又
は
地
方
公
共

団
体
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
条
関
係
）

第
五

附
則

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

施
行
前
の
準
備

こ
の
法
律
の
施
行
前
の
準
備
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
関
係
）

三

環
境
基
本
法
の
一
部
改
正

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、
中
央
環
境
審
議
会
が
つ
か
さ
ど
る
事
務
に
つ
い
て
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定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
三
条
関
係
）

四

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
の
一
部
改
正

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、
研
究
所
は
、
第

三
の
一
の
１
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
四
条
関
係
）

五

検
討

こ
の
法
律
の
検
討
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
五
条
関
係
）



  



背景

法律案の概要

※施行期日：６ヶ月を超えない範囲で政令で定める日。ただし、施行前に気候変動適応計画を策定することができる。

国、地方公共団体、事業者、国民が気候変動適応の推進のため担うべき役割を明確化。

国は、農業や防災等の各分野の適応を推進する気候変動適応計画を策定。その進展状況につい
て、把握・評価手法を開発。（閣議決定の計画を法定計画に格上げ。更なる充実・強化を図る。）
気候変動影響評価をおおむね５年ごとに行い、その結果等を勘案して計画を改定。

１．適応の総合的推進

２．情報基盤の整備 ３．地域での適応の強化

我が国において、気候変動の影響がすでに顕在化し、今後更に深刻化するおそれ。適応策が重要。

日本の年平均気温は、100年
あたり 1.19℃の割合で上昇
している。今後さらなる上昇
が見込まれる。

適応の情報基盤の中核として国立環境
研究所を位置付け。

水稲の白未熟粒(右）

サンゴの白化

ヒトスジシマカの分布北上
(デング熱の媒介生物)

生態系

米・果樹

みかんの浮皮症（右）
（写真提供：農林水産省）

（写真提供：環境省）

（写真提供：農林水産省）

強い台風の発生数等の増加（将来予測）
（画像提供：気象庁）

各分野において、信頼できるきめ細かな情報に基づく効果的な適応策の推進

農
林
水
産
業

水
環
境
・

水
資
源

自
然
生
態
系

自
然
災
害

健

康

産
業
・

経
済
活
動

国
民
生
活

（出典：気候変動監視レポート2016(気象庁)）

豪雨の増加

○温室効果ガスの排出削減対策（緩和策）と、気候変動の影響による被害の回避・軽減
対策（適応策）は車の両輪。

○本法案により適応策を法的に位置付け、関係者が一丸となって適応策を強力に推進。

４．適応の国際展開等
事業者等の取組・適応ビジネスの促進。国際協力の推進。

0

20,000

40,000

60,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

7～9月の全国熱中症搬送者数

熱中症患者の増加
熱中症・
感染症

（写真提供：国立感染症研
究所昆虫医科学部）（出典：総務省消防庁 熱中症情報 救急搬送状況より環境省作成）

都道府県及び市町村（東京23区を含
む。）に、地域気候変動適応計画策定
の努力義務。

地域において、適応の情報収集・提供
等を行う拠点（地域気候変動適応セン
ター）機能を担う体制を確保。

広域協議会を組織し、国と地方公共団
体等が連携して地域における適応策
を推進。

「気候変動適応情報プラットフォーム」（国立環境研究所サイト）
の主なコンテンツ

http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/index.html

コメの収量
の将来予測

砂浜消失率
の将来予測

＜対象期間＞
21世紀末（2081
年～2100年）
＜シナリオ＞
厳しい温暖化対
策をとった場合
(RCP2.6)

＜対象期間＞
21世紀末（2081
年～2100年）
＜シナリオ＞
厳しい温暖化対
策をとった場合
(RCP2.6)

※品質の良いコメの収量※品質の良いコメの収量

将来影響の科学的知見に基づき、
・高温耐性の農作物品種の開発・普及
・魚類の分布域の変化に対応した漁場の整備
・堤防・洪水調整施設等の着実なハード整備
・ハザードマップ作成の促進
・熱中症予防対策の推進 等

気候変動適応法案の概要

災害・
異常気象
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気
候
変
動
適
応
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
）

第
二
章

気
候
変
動
適
応
計
画
（
第
七
条
―
第
十
条
）

第
三
章

気
候
変
動
適
応
の
推
進
（
第
十
一
条
―
第
十
五
条
）

第
四
章

補
則
（
第
十
六
条
―
第
二
十
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
地
球
温
暖
化
（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
地
球
温
暖
化
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
気
候
の
変
動
（
以
下
「
気
候
変
動
」
と
い
う
。
）
に
起
因
し
て
、

生
活
、
社
会
、
経
済
及
び
自
然
環
境
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
が
長
期
に
わ
た
り
拡
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
計
画
の
策
定
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
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情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
気
候
変
動
適
応
を
推
進
し
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来
の
国
民
の

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
気
候
変
動
影
響
」
と
は
、
気
候
変
動
に
起
因
し
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
の
悪
化
、
生

物
の
多
様
性
の
低
下
そ
の
他
の
生
活
、
社
会
、
経
済
又
は
自
然
環
境
に
お
い
て
生
ず
る
影
響
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
気
候
変
動
適
応
」
と
は
、
気
候
変
動
影
響
に
対
応
し
て
、
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
そ

の
他
生
活
の
安
定
、
社
会
若
し
く
は
経
済
の
健
全
な
発
展
又
は
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
い
う
。

（
国
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、
気
候
変
動
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
（
以
下
「
気
候
変
動
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
科
学
的

知
見
の
充
実
及
び
そ
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定

し
、
及
び
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２

国
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策

の
促
進
並
び
に
事
業
者
、
国
民
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
組
織
す
る
民
間
の
団
体
（
以
下
「
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
の
気
候
変



- 3 -

動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
気
候
変
動
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分

析
及
び
提
供
を
行
う
体
制
の
確
保
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進

を
図
る
た
め
、
前
項
に
規
定
す
る
施
策
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
努
力
）

第
五
条

事
業
者
は
、
自
ら
の
事
業
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
事
業
活
動
の
内
容
に
即
し
た
気
候
変
動
適
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
民
の
努
力
）

第
六
条

国
民
は
、
気
候
変
動
適
応
の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
気
候

変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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第
二
章

気
候
変
動
適
応
計
画

（
気
候
変
動
適
応
計
画
の
策
定
）

第
七
条

政
府
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る

計
画
（
以
下
「
気
候
変
動
適
応
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

気
候
変
動
適
応
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

計
画
期
間

二

気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
方
向

三

気
候
変
動
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
充
実
及
び
そ
の
活
用
に
関
す
る
事
項

四

気
候
変
動
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
を
行
う
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五

気
候
変
動
適
応
の
推
進
に
関
し
て
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。
）
が
果
た
す

べ
き
役
割
に
関
す
る
事
項

六

地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
促
進
に
関
す
る
事
項

七

事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
事
項
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八

気
候
変
動
等
に
関
す
る
国
際
連
携
の
確
保
及
び
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す
る
事
項

九

気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
関
係
行
政
機
関
相
互
の
連
携
協
力
の
確
保
に
関
す
る
事
項

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
重
要
事
項

３

環
境
大
臣
は
、
気
候
変
動
適
応
計
画
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

環
境
大
臣
は
、
気
候
変
動
適
応
計
画
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

環
境
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
気
候
変
動
適
応
計
画
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
気
候
変
動
適
応
計
画
の
変
更
）

第
八
条

政
府
は
、
最
新
の
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
気
候
変
動
影
響
の
総
合
的
な
評
価
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
気

候
変
動
適
応
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
気
候
変
動
適
応
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
評
価
手
法
等
の
開
発
）

第
九
条

政
府
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
に
資
す
る
た
め
、
気
候
変
動
適
応
計
画
の
実
施
に
よ
る
気
候
変
動
適
応

の
進
展
の
状
況
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
、
及
び
評
価
す
る
手
法
を
開
発
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
気
候
変
動
影
響
の
評
価
）

第
十
条

環
境
大
臣
は
、
気
候
変
動
及
び
多
様
な
分
野
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
の
観
測
、
監
視
、
予
測
及
び
評
価
に
関
す
る

最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
中
央
環
境
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
気
候
変
動
影
響
の
総
合

的
な
評
価
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
科
学
的
知
見
の
充
実
そ
の
他

の
事
情
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
な
い
時
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
報
告
書
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
案
を
作
成
し
、
関
係
行
政
機
関
の

長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

気
候
変
動
適
応
の
推
進

（
研
究
所
に
よ
る
気
候
変
動
適
応
の
推
進
に
関
す
る
業
務
）

第
十
一
条

研
究
所
は
、
気
候
変
動
適
応
計
画
に
従
っ
て
、
次
の
業
務
を
行
う
。
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一

気
候
変
動
影
響
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供

二

都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
す
る
次
条
に
規
定
す
る
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
の
策
定
又
は
推
進
に
係
る
技
術
的
助
言

そ
の
他
の
技
術
的
援
助

三

第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
技
術
的
助
言
そ
の
他
の
技
術
的
援
助

四

前
三
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

２

研
究
所
は
、
国
民
一
人
一
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
得
る
気
候
変
動
影
響
に
関
す
る
情
報
の
有
用
性
に
留
意
す
る
と
と
も

に
、
気
候
変
動
等
に
関
す
る
調
査
研
究
又
は
技
術
開
発
を
行
う
国
の
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（

平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
（
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
「

調
査
研
究
等
機
関
」
と
い
う
。
）
と
連
携
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
研
究
所
に
対
し
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
）

第
十
二
条

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す

る
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
気
候
変
動
適
応
計
画
を
勘
案
し
、
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
（
そ
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の
区
域
に
お
け
る
自
然
的
経
済
的
社
会
的
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
計
画
を
い
う
。
）
を
策
定
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
）

第
十
三
条

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
気
候
変
動
適
応
を
推
進
す
る
た
め
、
気
候
変
動
影
響
及
び
気
候

変
動
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
並
び
に
技
術
的
助
言
を
行
う
拠
点
（
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に

お
い
て
「
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
と
し
て
の
機
能
を
担
う
体
制
を
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
確
保

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
所
と
の
間
で
、
収
集
し
た
情
報
並
び
に
こ
れ
を
整
理
及
び
分
析
し
た
結
果
の
共

有
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
気
候
変
動
適
応
広
域
協
議
会
）

第
十
四
条

地
方
環
境
事
務
所
そ
の
他
国
の
地
方
行
政
機
関
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
、
事
業

者
等
そ
の
他
の
気
候
変
動
適
応
に
関
係
を
有
す
る
者
は
、
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
気
候
変
動
適
応
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行

う
た
め
、
気
候
変
動
適
応
広
域
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
研
究
所
又
は
調
査
研
究
等
機
関
に
対
し
て
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
開
陳

、
こ
れ
ら
の
説
明
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

協
議
会
の
庶
務
は
、
地
方
環
境
事
務
所
に
お
い
て
処
理
す
る
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

（
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
）

第
十
五
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
防
災
に
関
す
る
施
策
、
農

林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

補
則

（
観
測
等
の
推
進
）

第
十
六
条

国
は
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
気
候
変
動
適
応
を
推
進
す
る
た
め
、
気
候
変
動
及
び
多
様
な
分
野
に
お
け
る
気
候
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変
動
影
響
の
観
測
、
監
視
、
予
測
及
び
評
価
並
び
に
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
並
び
に
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
技
術
開
発
を
推

進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
及
び
国
民
の
理
解
の
増
進
）

第
十
七
条

国
は
、
広
報
活
動
、
啓
発
活
動
そ
の
他
の
気
候
変
動
適
応
の
重
要
性
に
対
す
る
事
業
者
及
び
国
民
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
協
力
の
推
進
）

第
十
八
条

国
は
、
気
候
変
動
等
に
関
す
る
情
報
の
国
際
間
に
お
け
る
共
有
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
開
発
途
上
地
域
に

対
す
る
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
技
術
協
力
そ
の
他
の
国
際
協
力
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
の
援
助
）

第
十
九
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
の
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
並
び
に
事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
及
び
気
候
変
動
適

応
に
資
す
る
事
業
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
）

第
二
十
条

環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
又
は
地
方
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公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
前
の
準
備
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
第
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
気
候
変
動
適
応
計
画
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
同
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
こ
れ

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
気
候
変
動
適
応
計
画
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
第
十
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
気
候
変
動
影
響
の
総
合
的
な
評
価
に

つ
い
て
の
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４

前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
報
告
書
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。

（
環
境
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
中
「
及
び
愛
が
ん
動
物
用
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八

十
三
号
）
」
を
「
、
愛
が
ん
動
物
用
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
、
水
銀
に

よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
二
号
）
及
び
気
候
変
動
適
応
法
（
平
成
三
十
年
法

律
第

号
）
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

研
究
所
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
気
候
変
動
適
応
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第

号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
業
務
を
行
う
。
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第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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理

由

気
候
変
動
へ
の
適
応
を
推
進
す
る
た
め
、
政
府
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
適
応
に
関
す
る
計
画
の
策
定
、
環
境
大
臣
に
よ
る
気

候
変
動
に
よ
る
影
響
の
評
価
の
実
施
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
適
応
を
推
進
す
る
た
め

の
業
務
の
実
施
、
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
適
応
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
等
の
措
置
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。



  



 

       
 
 

四 

新
旧
対
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条
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○
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
中
央
環
境
審
議
会
）

（
中
央
環
境
審
議
会
）

第
四
十
一
条

環
境
省
に
、
中
央
環
境
審
議
会
を
置
く
。

第
四
十
一
条

環
境
省
に
、
中
央
環
境
審
議
会
を
置
く
。

２

中
央
環
境
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

中
央
環
境
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

環
境
基
本
計
画
に
関
し
、
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理

一

環
境
基
本
計
画
に
関
し
、
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

二

環
境
大
臣
又
は
関
係
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
重

二

環
境
大
臣
又
は
関
係
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
重

要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

三

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
、
農
用
地
の
土

三

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
、
農
用
地
の
土

壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号

壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号

）
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
、
動
物
の

）
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
、
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
、
瀬

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
、
瀬

戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
、
公

戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
、
公

害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一

害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一

号
）
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律

号
）
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律

（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法

（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法

（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
（
平

（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
（
平

成
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
、
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に

成
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
、
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
、
使
用
済
自
動
車
の
再

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
、
使
用
済
自
動
車
の
再

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
、
鳥
獣
の

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
、
鳥
獣
の

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

律
第
八
十
八
号
）
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

律
第
八
十
八
号
）
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
、
石
綿
に
よ
る
健

止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
、
石
綿
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
、
生
物
多

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
、
生
物
多

様
性
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
、
愛
が
ん
動
物
用
飼
料

様
性
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
及
び
愛
が
ん
動
物
用
飼

の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
、

料
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）

水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律

に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。



- 2 -

第
四
十
二
号
）
及
び
気
候
変
動
適
応
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第

号

）
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

３

中
央
環
境
審
議
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
、
環
境
大
臣
又
は

３

中
央
環
境
審
議
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
、
環
境
大
臣
又
は

関
係
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
係
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
中
央
環
境
審
議
会
の
組
織
、
所
掌
事
務

４

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
中
央
環
境
審
議
会
の
組
織
、
所
掌
事
務

及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
そ
の
他
中
央
環
境
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
に

及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
そ
の
他
中
央
環
境
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。



- 3 -

○
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
業
務
の
範
囲
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
一
条

研
究
所
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行

第
十
一
条

研
究
所
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行

う
。

う
。

一

環
境
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
研
究
、
人
の
活
動
が
環
境
に
及
ぼ
す
影

一

環
境
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
研
究
、
人
の
活
動
が
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
に
関
す
る
研
究
、
人
の
活
動
に
よ
る
環
境
の
変
化
が
人
の
健
康
に
及
ぼ

響
に
関
す
る
研
究
、
人
の
活
動
に
よ
る
環
境
の
変
化
が
人
の
健
康
に
及
ぼ

す
影
響
に
関
す
る
研
究
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
方
策
に
関

す
影
響
に
関
す
る
研
究
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
方
策
に
関

す
る
研
究
そ
の
他
環
境
の
保
全
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
（
水
俣
病
に
関

す
る
研
究
そ
の
他
環
境
の
保
全
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
（
水
俣
病
に
関

す
る
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
。

す
る
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
。

二

環
境
の
保
全
に
関
す
る
国
内
及
び
国
外
の
情
報
（
水
俣
病
に
関
す
る
も

二

環
境
の
保
全
に
関
す
る
国
内
及
び
国
外
の
情
報
（
水
俣
病
に
関
す
る
も

の
を
除
く
。
）
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
。

の
を
除
く
。
）
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

研
究
所
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
気
候
変
動
適
応
法
（
平
成
三
十
年
法

（
新
設
）

律
第

号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。

（
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
環
境
大
臣
の
要
求
）

（
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
環
境
大
臣
の
要
求
）

第
十
三
条

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染

第
十
三
条

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染

そ
の
他
の
環
境
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
重
大

そ
の
他
の
環
境
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
重
大

な
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

な
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
研
究
所
に
対
し
、
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の

る
と
き
は
、
研
究
所
に
対
し
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
必

う
ち
必
要
な
調
査
及
び
研
究
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
な
調
査
及
び
研
究
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

研
究
所
は
、
環
境
大
臣
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と

２

研
究
所
は
、
環
境
大
臣
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と

き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。
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候
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案

参
照
条
文

目
次

○

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
抄
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
（
抄
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
二
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
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○

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
球
温
暖
化
」
と
は
、
人
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
全
体
と
し
て
、
地
表
、
大
気
及
び
海
水
の
温
度
が
追
加
的
に
上
昇
す
る
現
象
を
い
う
。

２
～
６

（
略
）

○

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
（
抄
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
一
条

研
究
所
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

環
境
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
研
究
、
人
の
活
動
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
、
人
の
活
動
に
よ
る
環
境
の
変
化
が
人
の
健
康

に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
研
究
そ
の
他
環
境
の
保
全
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

（
水
俣
病
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
。

二

環
境
の
保
全
に
関
す
る
国
内
及
び
国
外
の
情
報
（
水
俣
病
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
環
境
大
臣
の
要
求
）

第
十
三
条

環
境
大
臣
は
、
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染
そ
の
他
の
環
境
の
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
重
大

な
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
研
究
所
に
対
し
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
必

要
な
調
査
及
び
研
究
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

研
究
所
は
、
環
境
大
臣
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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○

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
」
と
は
、
国
民
生
活
及
び
社
会
経
済
の
安
定
等
の
公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
な
事
務
及
び
事
業
で
あ
っ
て
、
国
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
直
接
に
実
施
す
る
必
要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、
民
間
の
主
体
に
委
ね
た
場

合
に
は
必
ず
し
も
実
施
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
又
は
一
の
主
体
に
独
占
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
公
共
上
の
事
務
等
」
と
い
う
。
）
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
せ
る
た
め
、
中
期
目
標
管
理
法
人
、
国
立
研
究
開
発
法
人
又
は
行
政

執
行
法
人
と
し
て
、
こ
の
法
律
及
び
個
別
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
を
い
う
。

２
～
４

（
略
）

○

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
抄
）

（
中
央
環
境
審
議
会
）

第
四
十
一
条

環
境
省
に
、
中
央
環
境
審
議
会
を
置
く
。

２

中
央
環
境
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

環
境
基
本
計
画
に
関
し
、
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

二

環
境
大
臣
又
は
関
係
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

三

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
、
農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三

十
九
号
）
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第

百
五
号
）
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
、
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
、
食
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品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
、
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
、
生
物
多
様
性
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
及
び
愛
が
ん
動
物
用
飼
料

の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

３
・
４

（
略
）

○

水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
二
号
）
（
抄
）

第
三
条

主
務
大
臣
は
、
水
銀
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
条
約
の
的
確
か
つ

円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
水
銀
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
計
画
に
お
い
て
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

水
銀
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

二

水
銀
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
基
本
的
事
項

三

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
事
項

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
中
央
環
境

審
議
会
及
び
産
業
構
造
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。


